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	  　いちょう会総会
　　　　　新会員を含め盛り上がった懇親会


総会は五月二九日に、横浜大桟橋近くの波止場会館で開催されました。会員、ご来賓、併せて三〇名の参加をえました。総会の概要は次の通りです。
会員数　　　　　五三ニ
過半数　　　　　二六七
出席者　　　　　　二四
委任状　　　　　二七三
　　合計　　　　　二九七
出席会員と委任状の合計が会員数の過半数を超え、総会は成立しました。
　　　　　　[image: image1.jpg]RERELSISS
EIIE ERR





冒頭、大久保会長があいさつし、差し迫った課題として「自然災害への対策」「日本企業の劣化」「国を守る方策とは何か」について話しました。
ご来賓の自治労県職労保坂事務局長、自治退県本部千葉会長、立憲民主党県連合青柳代表、社会民主党県連合佐々木代表代行から、激励の挨拶をいただきました。
議案は全て承認されました

第一号議案「二〇二三年度主な活動の報告」、第二号議案「二〇二三年度決算報告・会計監査報告」、第三号議案「二〇二四年度活動の進め方（案）」、第四号議案「二〇二四年度予算（案）」は全て承認されました。
質疑応答
白石さん「森永ヒ素ミルク中毒事件を起こし、徴用工問題を抱える森永の工場を何故見学したのか。」
大久保会長「森永ヒ素ミルク事件の事は失念していた。昨年暮れのご指摘後、すぐに調べ、和解に至ったことを確認した。いちょう会は、見学先の企業等の良し悪しを評価することなく、判断は個人に任せます。今回も、会員の交流の場として、お菓子の製造工程の見学を企画した」
地震に備えて～学習会
お正月に能登半島地震があり、横浜市中消防署山下町消防出張所のキャリアスタッフ伊藤さんを講師に、ビデオを観ながら地震の事例や防災対策について解説をしていただきました。
「魚がイチバン」で懇親会
総会の後は「これからが本番です」、金子さんの音頭で乾杯し、交流会となりました。飲み物はビール、日本酒、ワインなど様々でしたが、大いに盛り上がりました。

〇小田原市　浅田忠昌さん

会員のみな様のご健康をお祈りしております。
〇横浜市　葛西浩子さん

幹事さん御苦労様です。退職者の皆様にお会いできるのを楽しみにしています。
〇横浜市　五反田能子さん
　ニュース等、いつも有難うございます。国の動きなど、懸念すべきことが多いこの頃ですね。大学の授業料があまりに高くなっているのを知りびっくり！負担しやすい方向が望まれます。
〇小田原市　岡田光正さん
幹事様いつもお世話になっています。小田原早川漁港訪問などいかがですか。
〇川崎市　進藤陽子さん
新型コロナも終わりに近づいています。ホッとしています。
〇大和市　須貝筆吉さん
御蔭様でまだ元気で居ります。
〇寒川町浅野俊二さん
　信州上田市の実家に行くこと
が多くなりました。
現役の頃を想い出してます。
〇東京都　高橋道子さん
　ご盛会を祈ります。

〇厚木市　新留充志さん
いつもお世話様です。衆院３補選は、立憲野党の完勝で、自公惨敗となり良かったですね。有権者国民も、まだまだ健全ですね。
〇茅ヶ崎市　永井碩夫さん
足の調子が今ひとつ悪いため欠席します。
〇栃木県　深田安之さん

視覚障害進行中。補助者なしでの外出ほぼ不可能。
〇秦野市　諸星達也さん
　今回はじめて出席させていただきます。皆様にお会いできるのを楽しみにしています。

〇茅ヶ崎市　福留スミ子さん
　「歌体操と椅子ヨガ」に多大な協力を頂きありがとうございました。
　リレートーク経済
「国の借金」か「政府の借金」か
　　　　　　　　　　茨木嘉道

今年（令和六年）七月三日、新一万円札、五千円札、千円札が発行されました。偽造防止のために世界最先端をゆく偽造防止技術が施されているとのことです。
キャッシュレス時代に今更新札でもあるまいとの声もありますが、長いデフレから脱却して日本経済が羽ばたいて行く道標となってくれればこれも良いのではないかと思います。
さて２月９日政府（財務省）は昨年末時点で借金残高が１２８６兆４５２０億円であると発表しました。これを受けマスコミはこぞって「国の借金」という言葉で日本政府の財政状況を報じ国民一人あたり一千万円を超える借金をかかえているとの報道を行いました。しかし本当に国民一人当たり一千万円を超える借金をかかえているのでしょうか。
　確かに日本の債務残高はＩＭＦの推計値によると２０２２年ではＧＤＰ比２６０・１％と主要先進国の中では飛びぬけています。
ただ借金の大宗を占める国債は一体誰が購入しているのでしょうか。直近のデータによると第一は日本銀行で５割を超え、次いで生損保が２割弱、銀行等金融機関が１割程度となっており海外からの購入は概ね１割以下です。
　生損保や金融機関等が購入する資金は国民個人や企業が預けた資金ですから、マスコミがワイドショーなどで著名なＭＣを使って一人当たり〇〇万円の借金などと公報することは真逆でむしろ国民が政府に資金を貸し付けている債権者なのです。即ち政府（財務省）が発表する借金の数字は「国の借金」などではなく「政府の借金」なのです。
　この辺りについて、次回は天辰哲也さんにお願いします。
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つぶやき市長と議会
のオキテ【劇場版】
映画評を担当することになりました白石と申します。
今回取り上げるのは、東京都知
事選で得票数２位となった石丸伸二氏の、広島県安芸高田市長時代のドキュメンタリー映画です。
二〇一九年参議院議員選挙の際の河井克行、案里夫妻による大規模買収事件で、現金を受け取った当時の安芸高田市長が辞職し、二〇二〇年八月の市長選で、政治経験ゼロ、元銀行員の三七歳石丸伸二氏が市長になりました。
石丸元市長は当時からＸ（旧ツ
イッター）を駆使して情報発信を行い、市民に対して様々な情報を提供しました。
　それは議員にとってはとても不快な行動で、古参の議員から恫
喝され、それもまたＸで発信しました。
市長選のあとで市議選があり、
市長支持派の四〇代の議員も２人当選し、市長を支えるグループ
になりましたが、圧倒的多数は以前からの保守派議員たちで、市長の提出する議案に対して否決したりしました。
その典型が２人目の副市長の承認を求める議案で、もののみご
とに否決されました。
　公募して何百人という応募のあった副市長候補を、議会がなん
の正当な理由もなく否決しまし
た。
石丸市長は、市の予算案につい
ても、市民に対して詳細な説明会を行い、本人もこんなに詳細な説明会は他の市町村ではないと思うと述べていました。
映画を見るかぎり議員の旧態依然の態度がひどすぎるとしか思えませんでした。
　　　　　　　　（白石竜一）
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   　いちょう歌壇
                                         滝　沢　　章
相模野のＪＡＸＡの庭に凜と立つ雌松の木肌赤々と照る
最後なる任地の町に影を追ふ赤き稲妻フェアレディＺ
春闘の満額回答不条理の下請いぢめひたに隠しつ
手ほどきはキックバックの仕組みなり中央政治大学院は
すらすらと身の潔癖を言ひたれど心の揺らぎ人は隠せず
初めてのパタカ検査に声かする日々の暮しに歌も忘れつ
四つもの牛の胃袋素通りし転地し生くるはこべらつよし
華麗なる染井吉野のその母も増して古雅なり江戸彼岸古木
移ろへる心の安らぎ日々もとむサプリの如き eq \o\ad(\s\up 11(み),三)

 eq \o\ad(\s\up 11(そ),十)

 eq \o\ad(\s\up 11(ひと),一)

 eq \o\ad(\s\up 11(も),文)

 eq \o\ad(\s\up 11(じ),字)に
草取りし諸手ぬぐへば無線より夕のチャイムが家路へ急かす
　私たちは今
会員のお便り

　「７３歳の手習い」
　　　　　桜井一枝（藤沢市）
　９３歳の母の介護から老いに向き合う秘訣は、喪失の痛みとの二人三脚に楽しみを見出すことと学んだ。
　加齢に伴う心身機能の衰えや親しき人との別離体験を経て、７３歳の手習い開始。
　図書館主催の子ども向け「お話会」のボランティア活動に参加。大好きな本と子ども達との時間が眠りかけた感性を活性化してくれる。命輝く子ども達からパワーを頂いている。
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「私たちは今」（近況報告）
　　　　の原稿を募集します
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります
・題名　短く、簡単に
・氏名　明記します
・字数　二〇〇字程度
・締切　随時
・注意　誹謗中傷等は掲載不可
・送付先
　　東京都大田区西六郷
　　　四～六～二四～五〇九
　　　　　　　　大久保光夫
　今年は盛大にＢＢＱ

　五月二五日に横浜市金沢区の「横浜海の公園」で「潮干狩り＆バーベキュー大会」を開催しました。申し込みをしていただいた十一名の会員・ご家族、そして自治労県職労の組合員と併せて総勢四十名で、焼肉や焼きそばなどを頂きました。今年はテントを借りたので、トンビに襲われることもありませんでした。
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　岸まきこを応援する
　　　　　自治労神奈川集会

　　　　　　　　七月十八日
　自治労の組織内参議院議員である岸まきこさんを励まし応援する神奈川集会が横浜市開港記念会館で開催され、県下全域からホールを埋め尽くす組合員・退職者会会員が集まりました。
　岸さんの国会報告、来賓挨拶などがあり、最後に岸さんへ「檄」が送られました。

　集会の前には、退職者会主催で「岸まきこと語る会」が開催され、岸さんは「国が何を決めても、実際に住民を守るのは自治体職員。これまで自治体職員を減らしすぎた。災害対応など、住民の命と生活を守る為に、職員を増やさなければいけない。」と訴えました。

「銀杏」原稿募集中
　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。
　原稿をメールの添付ファイルでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。
・郵送の宛先も表題部を参照してください。
・原稿締め切りは十二月十五日

訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします

　

　　　　長岡　豊さん
　　　　吉田博道さん
　　　　谷内裕二さん
　　　　高橋渉一さん
    　　総会出欠葉書の「ご意見」欄


　　　　　　　　　　　　　　コメントをご紹介します








